
今年の人権・ホットメモリー

YES NO

　

本
年
度
よ
り
、
杉
山
桂
前
会
長
の
後

任
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
岡

部
で
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
会
長
の

思
い
を
引
き
継
ぎ
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

人
権
は
、「
人
間
が
人
間
ら
し
く
幸

せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
」
と
言

わ
れ
ま
す
。私
た
ち
の
周
り
に
は
、
不

条
理
な
こ
と
、
道
徳
的
に
反
す
る
こ
と

等
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
人
が
い
る
限
り
活

動
が
必
要
と
な
り
、
人
権
の
発
信
を
つ

づ
け
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、「
そ
ば
に
あ
る

人
権
」を
掲
げ
、身
の
回
り
の
一
人
一
人

の
心
情
を
理
解
し
、
寛
容
な
付
き
合
い

が
拡
が
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
と
共
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

●新年度スタートにあたり
本センター会長  岡部洋治

●平成２６年度の活動と２５年度報告のあらまし

●特集：「子どもの人権」について①
●コーナー
●ある日その時　●可児ぬくもりネットだより　
●ぬくもり標語・３００字小説募集　●（マンガ）ぬくもりまゆちゃん⑮・他

可児市人権啓発センター（可児市総合会館分室内）
〒509-0203  可児市下恵土5166-1　TEL/FAX 0574（63）7990　

発
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

可児ぬくもりネット
アドレス http://www.kani-nukumorinet.jp/
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思 い やり を 大 切 に！思 い やり を 大 切 に！
（新しくスタートする皆さんへ）（新しくスタートする皆さんへ）

く
ら

1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

国連「子どもの人権」の
　　　歴史的な記念の年
○児童の権利ジュネーブ宣言
　９０周年　　（１９２４・９・２６）
○児童の権利宣言５５周年
　　　　　　（１９５９・１１・２０）
○「子どもの権利条約」の採択
　２５周年　（１９８９・１１・２０）
○日本「子どもの権利条約」
　批准発効２０周年
　　　　　　　（１９９４・５・２２）

国連「子どもの人権」の
　　　歴史的な記念の年
○児童の権利ジュネーブ宣言
　９０周年　　（１９２４・９・２６）
○児童の権利宣言５５周年
　　　　　　（１９５９・１１・２０）
○「子どもの権利条約」の採択
　２５周年　（１９８９・１１・２０）
○日本「子どもの権利条約」
　批准発効２０周年
　　　　　　　（１９９４・５・２２）

● やさしいことを
● 喜ばすことを
● ためになることを

〈人に対する　　　、　　　〉
する

（思いやる育みは、やさしさを生む） （勇気と努力は、輝く人となる）

思
い
や
り

思
い
や
り

勇
気
と
努
力

勇
気
と
努
力

YES 行動
● 不幸に
● いやな思いに
● 心身を傷つけ

しないNO 行動

2014

月
号6

55
No.

［平成26年6月15日発行］

輝く人とまち　人　つながる可児ー「参画」と「協働」による“市民中心のまちづくり”

はぐくもう 思いやりの心

人権啓発シンボルマーク

人権擁護都市かに
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平成26年度「主事業」案内　～皆さまの「そばにある人権」を大切にします！～
子どもぬくもり教室子どもぬくもり教室 「可児市民人権意識調査」の実施「可児市民人権意識調査」の実施 「ぬくもり講座の開催」「ぬくもり講座の開催」

小学校中学年（3～4年生）
学年対象（約100名程度）
2校程度（抽選）
40分位
10月、11月（予定）

小学校中学年（3～4年生）
学年対象（約100名程度）
2校程度（抽選）
40分位
10月、11月（予定）

・対象学年
　　　　　
・実 施 校：
・所要時間：
・実施期間：

公民館啓発活動公民館啓発活動

・中恵土公民館
　(１１月２日)
・下恵土公民館
　(３月１日)

象の「ゆめ花」の書いた
「勇気」をツールにした
企画で小学生を対象と
して実施。

象の「ゆめ花」の書いた
「勇気」をツールにした
企画で小学生を対象と
して実施。

人権相談

学校・企業啓発

地域・家庭啓発

街頭啓発活動

コーディネートします！

・人権教育
・同和教育

家庭教育学級 等

市民対話（市長等が率先）

（第3～4回）ぬくもり教室

研修会／リーダー会等

●ぬくもり本（人権本）を巡回
●小学校2コース
●児童用／教師用：同時
●１ヶ月毎・巡回
●スタート：5月～
読者しおり差上げます。

継続発信（約週一回編入有）

●文字大きさ大・中・小変更可
●ぬくもり日記
●行事案内・募集
●今週のビタミン
●センター紹介
●ぬくもり4コマ「マンガ」

人権4コマまんが「ぬくもりまゆちゃん」入り

ぬくもり演劇会

ぬくもり標語・300字小説募集

機関紙発行（ぬくもり）
（全戸配布・年三回）

ホームページ

市役所ロビー又、市図書館掲示

（平成25年度）水澤心吾 一人芝居
杉原千畝物語『決断 命のビザ』

「センターだより」発行（随時）

人権本巡回制度
（ぬくもりブックス・フロー）

「和み・生きあっての育み」・
「気づきあいの心」を！
（地域・企業と子どもの人権教育の充実）

理念

重点

人は差異・多様ゆえに認め、学び合う人間主義で！

啓発人口　7,500名／年
（本センターの活動に関わり合った人数）

目　標

平成26年度の活動と25年度報告のあらまし平成26年度の活動と25年度報告のあらまし

～大人たちのぬくもりある自覚から～
　　　　　未来ある子どもの育みを!!

H2
5年度

活動報告

啓発人口実績
10,493名
（目標7,000名）こ

の活動は、皆様と共にあり
ます
！

（年4回位）
役員、推進員/研修・運営

ゾウ「ゆめ花」書「人権」をツールにしてゾウ「ゆめ花」書「人権」をツールにして

・土田小学校
・東明小学校

  児童・先生約300人

まんが「ぬくもり物語」創刊
人権に寄与することを取材してマンガ化
した下敷等を作成。

1万人
〈啓発・連続達成〉

1万人
〈啓発・連続達成〉

いなご

★本調査は、平成
　3年以降、4年に
　1度実施し、活動
　のデータとして
　います。

（概要）

・調査人員：１，０００人(男女：各５００人)
・調査期間：８月１日～８月１５日
・調査項目：前回１５項目
              (前回新追加３・今回＋１予定)

・「人としての生きがい」等の平易の
　テーマで人権を考える講座。
・適した講師を予定。
・１２月の人権週間５日または６日予定。

〈公民館まつり〉(予定)

・ぬくもりデザイン
             ティッシュ
・ぬくもりカード等

配布物
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「子どもの人権について」①特集

（背景）

＜大意＞＜大意＞

＜責務＞＜責務＞

～子どもの権利を考える～

次号は、子どもの権利の内容を、子どもにもわかるように解説をします。

・本年は、この表紙にあるように子どもの人権を考える歴史的な年です。
・子どもたちへの道徳の教科書化も検討されています。
・国内外での子どもの迫害・誘拐また虐待等多くのことが起こっています。

★「国は、人がいてこそ成り立ちます。その構成は、＜子ども：１８歳未満＞・＜大人：青年・壮
　年・老年＞の人がいて、それぞれの生涯の繰り返しの中で存続しています。

★特に生れ出て間もない子どもは、どうしても生きる社会経験や知識その上、知恵も他に劣るこ
　とになります。大人による支えが必要となります。

★しかし、子どもには、幸せに生きていくためにどのような権利があるのかを、小さい時から育むこ
　とが必要なのです。子どもが大人になるまで、大人たちの誰かがかかわり育む責務があります。

★その１番の責任者は、子どもを生んだ両親であり、そして家族です。
　その上で国・市の行政 (役所・学校・関係団体 )であり、地域の住民等です。

★大人になるまで、親の言うことを聞けというのは、間違いなのです。なぜならば、大人になって
　も自らの権利を知らなければ、いじめ等で自分の人権を侵害され、相手に利用され、最悪、犯罪
　に巻き込まれないとも限りません。少年犯罪の多発は、こうした権利の育みが不足していると
　も考えられるからなのです。

★では、どういったことを育んでいったら良いかです。

＜子どもの権利について＞＜子どもの権利について＞

★４つの子どもの権利 ̶ 大きく４つの権利に分類されます。(大人の責務でもあります )

1９８９年に国連で採択された「子どもの権利条約」の大綱を見てみましょう。学校・
行政機関は、特に内容を忌憚なく子どもに教える義務が法律で規定されています。

気よく暮らせる権利 (・どんないじめや差別も受けない・病気の
時は、医者に診てもらえる )等があります。

まわりの人が守ってくれる権利（・ひどい言葉や暴力から守って
くれます・困った時は、相談できる所があります）等

思ったことができる権利 (・自分のことは自分で決められる・遊
んだり、勉強したり、運動したりいろんなことに挑戦できます )等

一緒に集まったり意見を交わしたりして、あなたの言うことも大
切にされます。またそうした所に参加できます。等の権利

① 安心して生きる権利

② 守 ら れ る 権 利

③ のびのびと育つ権利

④ 参 加 す る 権 利

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

世界で一人しかいない大切な次世代の宝を
あなたとわたしで育んでいきましょう！
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「
桜
で
心
の
交
流
を
為
し
た
人
た
ち
」の
こ
と

（
そ
の
１
）日
本
で
初
め
て
桜
を
米
国
に
送
っ
た
人

＝
尾
崎
行
雄（
咢
堂
）ー
東
京
市
長（
９
年
務
め
）

　
　
（
衆
）議
員
６３
年
間
･
９４
歳
ま
で
務
め
た
。憲
政

の
父（
神
様
）と
呼
ば
れ
る
人
で
あ
る
。今
年
で

没
６０
年
に
な
る
。

●
尾
崎
は
、明
治
４５
年（
１
９
１
２
年
）市
長
の
時
に

米
国
へ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
３
０
０
０
本
を
贈
り

ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
に
植
樹
さ
れ
、米
国
か
ら
返
礼

に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
頂
く
。毎
年
、全
米
桜
祭
り
が
行

わ
れ
日
本
の
代
表
も
行
き
交
流
を
重
ね
て
い
る
。

（
そ
の
2
）中
国
に
植
樹
さ
れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

を
周
恩
来
元
総
理
が
守
っ
た
！

　

戦
時
中
、日
本
軍
が
中
国
に
多
く
の
桜
を
植

え
た
が
、戦
後
反
日
感
情
の
も
と
、切
り
捨
て
よ

う
と
し
た
の
を
周
総
理
は
、「
桜
に
罪
は
な
い
し

ま
し
て
戦
員
は
、戦
犯
人
で
は
な
い
」と
い
い
、切

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。現
在
も
見
事
に
咲
く
武

漢
大
学
の
桜
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

（
そ
の
3
）可
児
市
立
東
名
小
学
校
の
北
門
の
そ
ば

に
立
つ「
命
の
桜
」を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

「
命
を
大
切
に
し
よ
う
」と
の
伝
統
に
な
っ
た
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
桜
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
植
樹
の
由
来
は
、本
セ
ン
タ
ー
へ
）

★
桜
は
、親
善
の
使
命
を
担
っ
て
美
し
く
咲
き
誇
っ

て
い
る
。１
８
０
０
年
を
超
え
る
樹
齢
を
も
つ
桜

（
神
代
桜
）も
あ
り
、人
の
平
和
な
交
流
を
見
つ

め
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

あ
る
日
そ
の
時

まゆちゃんまゆちゃん 15

人
権
の
輪
を
大
切
に

　

毎
年
、世
相
を
標
榜
す
る
言
葉
が
発
表
さ
れ
る
が
、

今
年
は
、「
輪
」と
い
う
文
字
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
、東
京
五
輪
決
定
・
富
士
山
の
世
界
遺
産
決

定
・
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
決
定
等
の
わ
く

わ
く
す
る
こ
と
が
、多
く
の
人
の
力
で
成
し
遂
げ
ら

れ
た
か
ら
と
い
う
。

　

ま
た
、震
災
・
大
島
等
の
災
害
で
の
援
助
協
力
も
、

「
輪
」の
結
果
だ
と
も
言
う
。

　
「
輪
」は
、車
編
に
侖
と
画
く
、侖
は
、人
間
の
間
柄

を
順
序
よ
く
あ
つ
め
る
意
が
あ
る
と
い
う
か
ら
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
有
る
関
係
を
見
立
て
て「
輪
」と
言
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

人
間
は
、一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

皆
で
手
を
取
り
合
っ
て
い
く
こ
と
は
尊
い
こ
と
で
あ

る
。「
人
の
輪
・
あ
り
が
と
う
の
輪
・
平
和
の
輪
・
友
好

の
輪
・
人
権
の
輪
」等
、輪
の
響
き
は
心
に
染
み
入
る

言
葉
な
の
で
あ
る
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
本
年
度
の
人
権
標
語
の
応
募
入
選

作
品
の
中
に
も「
一
言
を　

伝
え
る
勇
気　

絆
の
輪
」

と
言
う
作
品
が
あ
っ
た
。輪
を
作
る
に
も
勇
気
が
い
る

こ
と
を
示
し
て
く
れ
て
い
た
。

　

新
年
も
互
い
に
手
を
支
え
合
い
な
が
ら
人
権
尊
重

の
平
和
で
安
穏
の
輪
を
拡
げ
た
い
も
の
で
あ
る
。

心の響き心の響き

今
週
の
ビ
タ
ミ
ン

投
稿
日
：
2
0
1
3
年
12
月
13
日
編

(今週のビタミンから)

(本センターホームページ)

　

 

お
母
さ
ん
♥

け
ん
ち
ゃ
ん
が

「
ス
マ
ホ
」買
っ
て
も
ら
っ

た
ん
だ
っ
て

　

 

よ
か
っ
た
わ
ね

　

 

私
も

　

ほ
し
い
〜
！

ほ
か
に
大
切
な
事

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

お
父
さ
ん
の

今
！
大
切
な

事
は
、ア
ユ

釣
り
の
準
備

ね
！
今

や
る
事
は
、

み
ん
な
違
う

で
し
ょ
？

マ
ネ
し
な
い
で

い
い
の
よ

あ
の
点
数

ど
う
し
た
の
？

な
ん
だ

結
局
だ
め

な
ん
だ
！

　

 

ぼ
く
も

　

ほ
し
い
〜
！

　

ダ
メ
よ
！

ま
ゆ
は
小
さ
い
ん

　

だ
か
ら

だより

（本作品は、全て本職員でつくられています）

○
春
は
種
ま
き
の
季
節
で
す
。

良
き
苗
は
、良
き
草
木
に
育

ち
ま
す
。そ
れ
に
は
、土
づ

く
り
が
大
切
で
す
。

○
肥
し
の
一
つ
に
腐
植
土
が

あ
り
ま
す
。腐
植
土
は
、ラ

テ
ン
語
で「
n
u
m
u
s
」で
あ

り
人
間
性（
h
u
m
a
n
i
t
y
）

の
語
源
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。「
自
分
は
、土
壌
の
肥
や

し
と
な
り
人
に
花
を
咲
か

せ
て
あ
げ
よ
う
」と
人
の
た

め
に
尽
く
す
意
だ
と
い
わ

れ
ま
す
。

○「
心
の
土
壌
づ
く
り
」で
差

別
は
N
O
の
感
覚
や
知
性

づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、「
心

へ
の
種
ま
き
」で
、正
し
い

情
報
で
理
解
と
認
識
を
深

め「
水
や
り
・
草
取
り
」で
差

別
を
見
抜
き
、抜
き
取
り
を

し
て
、他
人
を
思
い
や
り
美

し
い
花
を
咲
か
せ
た
い
も

の
で
す
。

○
昨
年
度
ま
で
、本
セ
ン
タ
ー

で
永
く
ご
活
躍
さ
れ
た
皆

様（
杉
山
・
山
口（
征
）・
斎
・

大
崎
・
玉
置
・
市
野
・
山
口

（
勝
）・
木
村
・
大
野
・
渡
辺

（
一
）・
石
井
・
奥
村
）に
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

も
、市
民
の
心
が
一
層
ぬ
く

も
り
に
包
ま
れ
る
よ
う
に

頑
張
る
こ
と
を
決
意
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
　 

（
編
集
者
：
川
手
靖
猛
）

編
集
後
記（
啓
発
の
ひ
か
り
）

集募
ぬ
く
も
り
人
権
啓
発

「
標
語
と
3
0
0
字
小
説
」

●
テ
ー
マ

「
道
徳
」善
悪
・
正
邪
等
に
対
し
て
の
、

人
と
し
て
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
文
面
と
言
葉

（
小
説
は
会
話
を
い
れ
る
こ
と
）

●
応
募
資
格

市
内
在
住
の
人

（
小
中
学
生
）（
高
・一
般
）

●
応
募
方
法

は
が
き
の
表
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
、裏

に
作
品（
小
説
1
点
、標
語
2
点
ま
で
）

●
応
募
期
間

7
月
14
日
〜
9
月
26
日（
消
印
有
効
）

●
入
賞
作
品
数

標
語
約
30
点
・
小
説
約
7
点

●
入
賞
発
表

11
月
初
旬
本
人
通
知

（
小
中
学
生
は
、学
校
か
ら
）

●
作
品
展
示（
入
選
）

人
権
週
間（
12
月
5
日
〜
10
日
）

市
役
所
ロ
ビ
ー
等
で
展
示
。

ま
た
機
関
紙「
ぬ
く
も
り
」等
に
掲
載

　

＊
入
賞
者
に
は
、表
彰
状
と
図
書
券
を
贈
呈

　

＊
小
中
学
生
は
全
て（
応
募
〜
）学
校
か
ら

●
あ
て
先

本
セ
ン
タ
ー
宛（
本
表
紙
ご
参
照
）

桜
は
春
を
、そ
し
て
日
本
を
象
徴
す
る
花
で
あ

る
。人
は
そ
の
桜
の
も
と
で
、出
会
い
と
別
れ

の
縁
を
結
ぶ
。代
表
種
は
、「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」で

あ
る
。江
戸
の
染
井
村〔
東
京
都
豊
島
区
駒
込
〕

で
育
成
さ
れ
た
。日
本
の
国
花
は
、菊
で
あ
る

が
桜
も
同
等
扱
い
ら
し
い
。

そ
の
誉
れ
の
日
本
桜
の
話
で
あ
る
。

〈人のマネはしなくていいの！〉
　　　作：Y・K／画：miho

え
に
し

が
く
ど
う
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